
14 
 

心心理理臨臨床床家家のの内内的的負負担担感感へへののアアププロローーチチ 
―対人援助職者の観点からその専門性へ― 

古澤 文子 

本稿の目的は，心理臨床家に特有の負担感について，今後どのような研究が行われるべきか検

討することであった。そのため，まず心理臨床家と同様ストレスのかかりやすい対人援助職者

において重要とされてきた概念を整理した結果，心理臨床家の専門性を踏まえて今一度丁寧に

概念を捉えなおしていく必要性が示唆された。続いて心理臨床家に特有の負担感を検討してい

くために，今後どのようなデザインで研究がなされるべきかについて検討を試みた。先行研究

から，面接の枠組みの中での内的負担感に限定すること，経験年数の違いを踏まえて検討する

ことは，負担感研究という観点からも，専門性・アイデンティティ研究という観点からも，非

常に有意義であろうことが考えられた。また研究の際には，心理臨床家が普段の心理臨床活動

で全体性をまなざすように，面接場面に現れる関係性を丁寧に活かした考察が有意義であると

考えられた。 

 

 

An Approach to the Psychological Burden of Clinical Psychologists: 
From the Perspective of Human Service Providers, to the Experience 

of Clinical Psychologists  
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This paper discusses the types of research to be conducted in future regarding the psychological burden 

characteristic of clinical psychologists. First, we summarized the concepts that have been considered 

important for human service workers who, like psychologists, are prone to stress. The results suggest the 

need to carefully reconsider these concepts in light of the expertise of psychotherapists. Next, to examine 

the psychological burden characteristic of clinical psychologists, we considered the possible designs of 

future research. Based on previous research, it was suggested that limiting the study to the psychological 

burden in therapy situations and considering differences in years of professional experience would be very 

meaningful from the perspective of burden research as well as expertise and identity research. Finally, it 

was also considered meaningful to carefully consider the relationships that emerge in therapy situations, 

so that the psychotherapist can feel, receive and consider the whole in their psychotherapeutic activities. 
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1．問題と目的 
 個人を取り巻く身近な人からの援助は“ソーシャルサポート（social support）”と呼ばれ、こ

れまで社会心理学の分野を中心に研究が蓄積されてきた。メンタルヘルスの向上において、「専

門家のみならず、普段の生活の中にさまざまな援助資源を増やしていくこと」の必要性が指摘

されている（金沢，2004）ほか、心理臨床の立場からも、特に病理が重くなればなるほど、専

門家による援助のみならず、ソーシャル・サポート・ネットワークが重要になると言われてい

る（松本，1997）。心理面接においても、来談者のアセスメントに際して、その問題点のみなら

ず、本人の持つ対人関係や環境資源に目を向けることが必要と言われている（上手，2013）。 

従来のソーシャルサポート研究の多くは、そのポジティブな効果に焦点が当てられてきたが、

一方で、サポートが受け手にネガティブに体験される可能性も指摘されている（周・深田，1999a）。

松本（1997）も、サポート源自体は存在しながらも「それを利用することに抵抗がある場合や、

人格の未熟さがありそれをうまく利用できない場合」があると指摘している。こうしたことを

踏まえ、ソーシャルサポート研究をより実践に生きるものにしていくためには、サポートが受

け手にどのように体験されているのか、ということを問う必要があるのではないだろうか。 

また福岡（1998）は、ソーシャルサポートを生涯発達の視点から捉える必要があると指摘し

ているが、発達段階によって個人を取り巻く環境は変化し、周囲の他者との間で授受されるサ

ポートの様相も異なると考えられる。生涯発達の中で青年期は、アイデンティティの確立を発

達課題とし、主体の不確かさに揺れ動く時期である。また、親からの自立に伴い、友人などの

身近な他者の存在が重要な役割を果たすとされている。しかし時代の変遷に伴い、青年期の様

相も変化してきており、先に指摘したようないわゆる伝統型の青年だけでなく、表面的には適

応的に振る舞いつつも、深くは踏み込まない対人関係の傾向が指摘されている。さらに“悩め

ない”青年（高石，2009）の存在が指摘されており、葛藤を抱えることの難しさや主体の弱さ

といった側面もクローズアップされてきている。ソーシャルサポートは、人と人との関係性を

基盤として授受されるものであることから、現代の青年の対人関係の特徴についても、併せて

検討を行う必要があると考えられる。 

以上を踏まえ本研究では、①サポートのポジティブな側面に加え、ネガティブに体験される

可能性にも注目し、受け手の体験を探索することの必要性、および②現代の青年の在り方を踏

まえたソーシャルサポート研究の必要性という２つの問題意識を持ち、まずは、青年期を対象
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とした本邦におけるソーシャルサポート研究を概観し、方法論と知見の現在地を明らかにする

ことを目的する。続いて、研究対象となっている青年期の、現代の特徴について検討を行う。 

なお、本研究では、以下の理由により、本邦における研究のみを対象とする。日本は相互協

調的自己観が優勢である（北山・唐澤，1995）と言われ、周囲の人との関わりの中で自分を位

置づけ、確認する色が強いと考えられている。また、野口（2022）は日本の青年期の事例検討

を通して、相互協調的な文化においては、個人の内的な変化と他者からの働きかけが協応する

ことで、親からの分離や自立が達成されていく過程を示し、西洋をはじめとする相互独立的な

文化における、個人が主導して周囲から自立していく過程とは異なる可能性を指摘している。

こうした背景から、青年期を対象とした検討を行う上で、海外の知見とは区別が必要であると

考えたこと、かつ本邦の研究のみを対象としたレビューが見当たらなかったことが理由である。 

また、本研究においては、青年期中期・後期にあたる高校生から大学生を対象とする。本邦

における高校生から大学生にかけては、義務教育が終了し自身を取り巻く大きな環境の変化に

適応していく必要があり、さらに進路選択や就職活動などに際し自らの人生を主体的に選択し

ていく必要があることから、本研究ではこの時期に焦点を当てることとした。 

 

2．ソーシャルサポート概念の検討 
まずは、本研究におけるソーシャルサポート概念の位置づけを行う。ソーシャルサポートと

いう概念を初めて用いたのは、Cassel（1974）と Caplan（1974）だと言われており、それぞれが

異なる立場から、非専門家による支援に注目し、精神的な危機に直面した人に対する身近な人々

からのケアの重要性を指摘している。ソーシャルサポートを初めて具体的に定義したのは Cobb

（1976）とされており、以下の訳は橋本（2005）に準拠するものだが、「ソーシャル・サポート

とはケアされ愛されている、尊敬されている、そして互いに義務を分かち合うネットワークの

メンバーである、と信じさせるような情報」と定義されている。ただしこの定義も絶対的なも

のではなく、以降多くの研究者がそれぞれの立場から定義を試みている。加えて、サポートの

捉え方や測定方法、効果についても様々な議論がなされている（Table1）。 

 

 
 

このように、ソーシャルサポートは、様々な側面を含む緩やかな概念であるが、ここで本研

究における定義を示しておく。周（1994）は、「援助行動」が具体的な問題解決を図ってなされ

る一方で、「ソーシャルサポート」は関係性の基盤を前提とし、目的も多岐にわたると区別して

いる。つまり、問題解決場面やストレスに直面した場面に限らず、他者の存在という関係性が

支えとして機能しうると捉えることができよう。加えて本研究では、サポートのネガティブな
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側面にも注目するため、“当該個人のためを思ってなされた行動”という面を重視しつつ、幅広

く捉えるものとする。こうした考えを踏まえて、本研究においては場面やサポート源、サポー

トの種類などを限定せず、「特定個人が、特定時点で、彼／彼女と関係を有している他者から得

ている、有形／無形の諸種の援助」という、南ら（1987）の定義を採用する。 

 

3．青年期を対象としたソーシャルサポート研究の動向 
青年期を対象とした本邦におけるソーシャルサポート研究を概観するため、CiNii を用いて

文献収集を行った。文献によって「ソーシャルサポート」「ソーシャル・サポート」という表記

ゆれがあることを加味し、「ソーシャル サポート」という文言で検索された文献のうち、対象

が青年期であるものを選定した。そのうち、アスリートや看護学生等に対象が限定された文献

や、発表の抄録や要旨を除き、発表年 1989 年～2024 年にわたる 242 件の論文を検討対象とし

た。本項では、主にサポートのポジティブな側面に注目した量的な研究についてまとめる。 

 

3-1 ソーシャルサポート研究の方法論について 

ソーシャルサポート研究の方法論としては、質問紙法を用いた量的な研究が 213 件にのぼり、

全体の 9 割弱を占めていた。その内訳としては、ソーシャルサポートを自記式の尺度への回答

によって測定し、他の概念との関連を見る研究がほとんどであるが、一部、場面想定法を用い

て感情の評定を求める研究も存在した。加えて、近年においてもソーシャルサポート尺度を新

たに作成する試みが続けられており、時代背景に適合するように表現が変更されているほか、

条件を限定した（例えば進路選択におけるサポートなど）尺度の作成も行われている。 

量的な検討以外のアプローチをとる残りの 29 件には、①自由記述による質的検討、②実験的

検討（実験的にストレス場面を作り出した上で、与えられるサポートを操作し、その効果を検

証するもの）、③面接調査などが見られた。なお、直近 10 年間に、量的な手法以外をとった研

究が 9 件見られるなど、探索的あるいは質的な検討の重要性が再注目されていることがうかが

える。面接調査は個別的な検討に留まるものも多いが、サポート授受にまつわるプロセスの検

討を試みた研究も少数存在する（深澤，2010；新川ら，2020）。 

 

3-2 量的な研究－ソーシャルサポートのポジティブな効果を前提とした検討－ 

 まず、ソーシャルサポートを自記式の尺度への回答によって測定し、他の概念との関連を検

討している研究について述べる。紙面の都合上全てを取り上げることは難しいが、量的な研究

213 件において、特に多く検討されていた概念を Table2 に示した。 

ソーシャルサポートのポジティブな効果については、サポートを多く認識しているほど、抑

うつが低く（堀野・森，1991；福岡・橋本，1992）、ストレスが小さく（嶋，1992；飯塚，1992）、

精神的健康が高く（和田，1989；嶋，1992）、主観的幸福感や満足感が高い（和田，1992；遠山，

1995）といった傾向が検証されている。こうした結果からは、不適応の予防的な側面だけでな

く、よりポジティブな状態まで、幅広く関連が認められていることがわかる。また、サポート

が多いほど援助要請行動や被援助志向性が高い（永井，2010）など、サポートを受ける体験か

ら、サポートを求める方向に繋がるという好循環を生み出す可能性も示唆されている。このほ
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か、青年期と関連の深い進路選択や就職活動についての検討も見られる（西分・児玉，2014）。 

 

 
 

 さらに、ソーシャルサポートを従属変数とし、サポートに影響を与える変数について検討し

ている研究もある。サポート受領を高める要因としては、ソーシャルスキル（和田，1991；渡

辺 1995）や自己開示（福岡，2005）、安定型のアタッチメント（飯塚，1992）などが挙げられ

る。サポート受領を妨げる要因については、対人不安（山本・田頭，2001）や、アレキシサイ

ミア傾向（宮田・佐藤，2007）などが指摘されている。こうした研究では、いかにサポート受

領を高めるかが重視され、サポートのポジティブな効果を前提としたものがほとんどである。 

 注目される概念は時代背景によっても異なることから、近年の研究についても触れておく。

2020 年以降に発表された 37 件の文献のうち、ストレスや自尊感情を扱っていた研究は複数見

られたが、孤独感や抑うつを扱った研究は少数であった。近年新たに導入されている概念の１

つに ASD 傾向があり、広瀬・小野（2022）は、ASD 傾向の高さがサポート知覚や満足度を下

げていたことを示している。加えて、インターネット依存（佐々木ら，2023）やコロナによる

影響（廖・小野, 2021）に焦点を当てた研究や、LINE でのサポート（佐藤・織田, 2021）や集団

からのサポート（上田・松浦, 2023）といった、サポート授受の形態に注目した研究が見られ、

時代背景やニーズに合わせ、サポートの在り方が変化していることがうかがえる。 

 

3-3 性差やサポート源に注目した研究 

性差については、男性よりも女性において、サポートが高く評定される傾向がある（嶋，1992）。

下村・木村（1997）は、男性は悩んでいることを身近な人に表出しないとする社会通念が根強

いためにサポートを受ける機会が少ないが、女性は比較的素直にストレスを表出して、結果的

にサポートを受けられることが多いと指摘している。男性よりも女性の方がサポートを高く評

定する傾向は、1980 年代から 2020 年代の研究まで概ね一貫して認められているようである。 

このほか、誰からのサポートであるか、といったサポート源に焦点を当てた研究もある。飯

塚（1992）の大学生を対象とした研究では、最も精神的に支えられている人物として 55%が友

人を挙げるなど（対して家族は 27%）、友人の存在の重要性が指摘されている。高校生について

は、嶋（1994）の研究では友人が高く評価されていた一方で、中学生から大学生を対象に横断

研究を行った嶋田（1996）では、中高生までは友人サポートよりも家族サポートの方がストレ

スの低さと関連していると指摘されており、家族から友人へと重要な他者が移っていく時期に

あると推察される。このように青年期では、自らを取り巻く人々の変化を体験しつつも、その

時期における身近な他者との相互作用を継続する中で自分を確立していくと考えられる。 
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ている研究もある。サポート受領を高める要因としては、ソーシャルスキル（和田，1991；渡

辺 1995）や自己開示（福岡，2005）、安定型のアタッチメント（飯塚，1992）などが挙げられ

る。サポート受領を妨げる要因については、対人不安（山本・田頭，2001）や、アレキシサイ

ミア傾向（宮田・佐藤，2007）などが指摘されている。こうした研究では、いかにサポート受

領を高めるかが重視され、サポートのポジティブな効果を前提としたものがほとんどである。 

 注目される概念は時代背景によっても異なることから、近年の研究についても触れておく。

2020 年以降に発表された 37 件の文献のうち、ストレスや自尊感情を扱っていた研究は複数見

られたが、孤独感や抑うつを扱った研究は少数であった。近年新たに導入されている概念の１

つに ASD 傾向があり、広瀬・小野（2022）は、ASD 傾向の高さがサポート知覚や満足度を下

げていたことを示している。加えて、インターネット依存（佐々木ら，2023）やコロナによる

影響（廖・小野, 2021）に焦点を当てた研究や、LINE でのサポート（佐藤・織田, 2021）や集団

からのサポート（上田・松浦, 2023）といった、サポート授受の形態に注目した研究が見られ、

時代背景やニーズに合わせ、サポートの在り方が変化していることがうかがえる。 

 

3-3 性差やサポート源に注目した研究 

性差については、男性よりも女性において、サポートが高く評定される傾向がある（嶋，1992）。

下村・木村（1997）は、男性は悩んでいることを身近な人に表出しないとする社会通念が根強

いためにサポートを受ける機会が少ないが、女性は比較的素直にストレスを表出して、結果的

にサポートを受けられることが多いと指摘している。男性よりも女性の方がサポートを高く評

定する傾向は、1980 年代から 2020 年代の研究まで概ね一貫して認められているようである。 

このほか、誰からのサポートであるか、といったサポート源に焦点を当てた研究もある。飯

塚（1992）の大学生を対象とした研究では、最も精神的に支えられている人物として 55%が友

人を挙げるなど（対して家族は 27%）、友人の存在の重要性が指摘されている。高校生について

は、嶋（1994）の研究では友人が高く評価されていた一方で、中学生から大学生を対象に横断

研究を行った嶋田（1996）では、中高生までは友人サポートよりも家族サポートの方がストレ

スの低さと関連していると指摘されており、家族から友人へと重要な他者が移っていく時期に

あると推察される。このように青年期では、自らを取り巻く人々の変化を体験しつつも、その

時期における身近な他者との相互作用を継続する中で自分を確立していくと考えられる。 
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4．サポートがネガティブに働く可能性の検討 
ここまで取りあげてきた研究は、ソーシャルサポートがポジティブな効果を持っているとい

う前提に立つものであるが、冒頭に述べたように、サポートがネガティブな効果をもたらす可

能性も存在する。橋本（2005）は、サポートが常に有効であるとは言えないとして、海外の知

見を整理した上で、①サポートが機能しない場合（ストレスが大きすぎる、評価懸念がある）、

②状況適合性（ニーズや規範、ストレッサーなどとの適合度）、③サポートの返報性（互恵性）、

④サポート自体がネガティブになる場合を指摘している。しかし橋本（2005）で対象となった

先行研究は海外の研究も多く、年代も幅広いことから、今回は本邦の青年期を対象とした論文

から、サポートがネガティブに体験される要因について、指摘されていることをまとめる。 

 

4-1 サポートの互恵性 

本邦における研究の中でも数多く見られたのが、サポートの互恵性、つまりサポートの受領

と提供のバランスに注目した研究である。この考えに立つ研究として、橋本（1997）は、自記

式の尺度によってサポートの衡平状態と感情を測定し、サポート提供がサポート入手を上回る

と心理的負担感（重荷や欲求不満）を感じやすいこと、また男子では入手が提供を上回ると、

心理的な負債感（恥ずかしさや申し訳なさ）が強まることを示している。さらに佐々木・島田

（2000）の研究では、親との間でのサポートの互恵性は自尊心と関連が見出されなかった一方、

友人との間では、提供するサポートよりも受領するサポートの方が多い場合に、自尊心の低さ

と関連していることが示唆されている。こうした傾向を踏まえ、ソーシャルサポートをはじめ

から「サポート互恵性」や「サポート授受」として捉える研究が複数見られるようになり、サ

ポート互恵性尺度も作成されている。 

西川（1998）は、援助を受けることはありがたいことであると同時に、援助者が援助を提供

するために支払ったコストを思慮すると指摘し、相手にかけた負担を補償するために返礼行動

が生じると述べている。特に日本においては、感謝を「すまない」などの負債感を含んだ複合

的感情として捉える傾向がある（池田，2017）ことも指摘されており、助け合いのバランスが

崩れることによるネガティブ感情の生起は馴染みやすい考えであると推察される。 

 

4-2 サポート受領における「期待はずれ」 

周・深田（1996b）は、求めたサポートと受け取ったサポートのギャップに注目する必要性を

指摘しているが、こうした“受け手側が期待したサポートを得られているか”に目を向けた指

摘も存在する。中村・浦（2000）は、サポートの送り手と受け手の意図のズレについて、受け

手の情緒的反応を含め詳細な検討が必要であると述べており、中島・丹野（2019）も、ソーシ

ャルサポートの効果は受け手がどの程度その価値を認め、求めているかによって異なると述べ

ている。このように、サポートを期待していて実際に得られた場合と、求めていないサポート

を受けた場合、あるいはサポートを期待していたにも関わらず得られなかった場合と、そもそ

も期待もしておらず実際に受けてもいない場合とでは、受け手の体験は異なると予想される。

こうした考えを踏まえ、「サポート希求」や「サポート満足感」の測定を試みる研究も見られる

が、「期待はずれ」の体験を測定する手段としての妥当性には慎重な検討を要するだろう。 
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4-3 サポートの受け手側の個人要因 

 サポートの受け手側の個人的な要因が、サポートの認知に及ぼす影響についても検討されて

いる。福岡（1998）は、他者依存性の高い人は、サポートの入手可能性は低くないにも関わら

ず、心理的苦痛にサポートの効果が見られないという結果を受け、サポートのポジティブな効

果を引き出せない要因の存在を示唆している。同様に福岡（2003）でも、他者依存性の高い人

ほど、サポートへの強い欲求を持つ一方で、サポートを受けることに対して心理的な負債感や

自尊心への脅威を感じやすく、葛藤状態に陥りやすいことが示唆されている。このほか菅沼ら

（1996）では、評価懸念がサポートのストレス緩和効果に影響する可能性を指摘している。 

本邦においては、サポート認知に影響する個人要因として、他者依存性や評価懸念を挙げて

いる研究が複数見られた。しかし藤原・狩野（1993）のように、性格特性とサポートの関連を

探索的に検討し、感受性の敏感さによって、サポーティブな言動をネガティブに受け取りやす

い傾向を示唆する研究もあり、現在も様々な要因が検討されている段階であると考えられる。 

 

4-4 主体を脅かすものとしてのサポート 

 このほか、サポートを受けることが「ストレッサーに対する主体的な対処を放棄することに

繋がる」（菅沼，2007）といった、サポートが主体を脅かす可能性も指摘されている。菅沼（2007）

は実験的な手法を用いて、被験者にストレス課題を課し、与えられるサポートを操作すること

で、ストレスの緩和効果を検討している。その結果として、当人がサポートを「援助的である」

と認知していたにも関わらず、実際にはストレス緩和効果が認められなかったことから、受け

手が主体的に判断し行動できるよう、受け手の力を尊重した「受け手中心サポート」の重要性

を指摘している。また、小川（2014）は「慰め」についての文献のレビューを通して、慰めが

ネガティブに働くプロセスについて検討を行い、慰めを受けることで、相手に自分の能力を低

く評価されたと認識し、自身の立場や能力が脅威にさらされたと感じる可能性を指摘している。 

この点については、サポートの提供者側の態度も重要となってくる。サポートを提供するこ

とは、提供者側の精神的健康にも寄与するとされているが、佐々木・島田（2000）は、他者に

対して援助を行うことは自尊心の高揚をもたらすと述べており、サポートをすることが、提供

者側の欲求充足にもなりかねず、結果的にサポートの受け手に無力感を与える危険性を孕んで

いることが指摘されている。サポートの提供者は、援助という名のもとに受け手の主体性を奪

い、受身的な立場に置いてしまうような関係が生じ得ることを認識しておく必要がある。 

 

5．青年期の特徴についての検討 
 ここまで本邦におけるソーシャルサポート研究について概観してきたが、ここで、本研究で

対象としている青年期の特徴について検討しておきたい。これまでのソーシャルサポート研究

では、青年期における友人の重要性や、青年期の発達課題であるアイデンティティの確立にも

関わる進路選択や就職活動などの局面に注目したものが見られた。しかし、時代の変遷ととも

に青年の在り方が変化してきていることから、いわゆる伝統的な青年像とは異なる、現代的な

青年の在り方を踏まえた上で、ソーシャルサポートについても検討していく必要がある。 
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4-3 サポートの受け手側の個人要因 

 サポートの受け手側の個人的な要因が、サポートの認知に及ぼす影響についても検討されて

いる。福岡（1998）は、他者依存性の高い人は、サポートの入手可能性は低くないにも関わら

ず、心理的苦痛にサポートの効果が見られないという結果を受け、サポートのポジティブな効

果を引き出せない要因の存在を示唆している。同様に福岡（2003）でも、他者依存性の高い人

ほど、サポートへの強い欲求を持つ一方で、サポートを受けることに対して心理的な負債感や

自尊心への脅威を感じやすく、葛藤状態に陥りやすいことが示唆されている。このほか菅沼ら

（1996）では、評価懸念がサポートのストレス緩和効果に影響する可能性を指摘している。 

本邦においては、サポート認知に影響する個人要因として、他者依存性や評価懸念を挙げて

いる研究が複数見られた。しかし藤原・狩野（1993）のように、性格特性とサポートの関連を

探索的に検討し、感受性の敏感さによって、サポーティブな言動をネガティブに受け取りやす

い傾向を示唆する研究もあり、現在も様々な要因が検討されている段階であると考えられる。 

 

4-4 主体を脅かすものとしてのサポート 

 このほか、サポートを受けることが「ストレッサーに対する主体的な対処を放棄することに

繋がる」（菅沼，2007）といった、サポートが主体を脅かす可能性も指摘されている。菅沼（2007）

は実験的な手法を用いて、被験者にストレス課題を課し、与えられるサポートを操作すること

で、ストレスの緩和効果を検討している。その結果として、当人がサポートを「援助的である」

と認知していたにも関わらず、実際にはストレス緩和効果が認められなかったことから、受け

手が主体的に判断し行動できるよう、受け手の力を尊重した「受け手中心サポート」の重要性

を指摘している。また、小川（2014）は「慰め」についての文献のレビューを通して、慰めが

ネガティブに働くプロセスについて検討を行い、慰めを受けることで、相手に自分の能力を低

く評価されたと認識し、自身の立場や能力が脅威にさらされたと感じる可能性を指摘している。 

この点については、サポートの提供者側の態度も重要となってくる。サポートを提供するこ

とは、提供者側の精神的健康にも寄与するとされているが、佐々木・島田（2000）は、他者に

対して援助を行うことは自尊心の高揚をもたらすと述べており、サポートをすることが、提供

者側の欲求充足にもなりかねず、結果的にサポートの受け手に無力感を与える危険性を孕んで

いることが指摘されている。サポートの提供者は、援助という名のもとに受け手の主体性を奪

い、受身的な立場に置いてしまうような関係が生じ得ることを認識しておく必要がある。 

 

5．青年期の特徴についての検討 
 ここまで本邦におけるソーシャルサポート研究について概観してきたが、ここで、本研究で

対象としている青年期の特徴について検討しておきたい。これまでのソーシャルサポート研究

では、青年期における友人の重要性や、青年期の発達課題であるアイデンティティの確立にも

関わる進路選択や就職活動などの局面に注目したものが見られた。しかし、時代の変遷ととも

に青年の在り方が変化してきていることから、いわゆる伝統的な青年像とは異なる、現代的な

青年の在り方を踏まえた上で、ソーシャルサポートについても検討していく必要がある。 
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5-1 青年期の特徴と友人関係についての指摘 

 青年期（特に後期）では、社会の中で自分をいかに定位させるかといったことが問題になり、

アイデンティティを確立することが中心的な課題とされている（Erikson, 1959／小此木，1973）。

実際にこの時期には、進路選択や就職活動など、人生における重要な決断に迫られ、主体的に

選択していくことが求められる。また、親からの自立に向けて、身近な他者の存在が重要とな

る時期でもあり、従来の青年期では、親や家庭と心理的に距離を取るとともに、友人との親密

な関係の中で自身の内面を開示するような関わりが特徴的に見られるとされてきた（岡田，

2010）。宮下（1995）も、青年期の友人の役割として、情緒的な安定感や安心感を得ること、友

人を通して自分を客観的に見つめる機会を得ること、さらには傷つけ傷つけられる経験を通し

て、人間関係について学んでいくことなどを挙げている。つまり、悩み葛藤しながら他者との

関係を深めると共に、内省により自らをも深め、自己を確立していく時期であるともいえよう。 

 

5-2 現代の青年期の特徴とソーシャルサポート 

しかし、時代とともに青年を取り巻く社会の様相は変化し、青年の在り方も変化してきた。

現代的な友人関係について岡田（1993）は、深刻さを回避し楽しさを求める群れ的な関係や、

対人関係の深まりを避け、互いに傷つけないよう距離を置いた関わり方などを見出している。

なお、岡田（1993）では、内面を打ち明けるような従来型の友人関係に近い群が最大数を占め

ていた一方で、岡田（2007）では、従来の傾向に近い特徴を持つ群の割合が 4 割以下に留まっ

ており、変化が進んでいることがうかがえる。こうした背景として、1990 年代半ば以降に急速

にインターネットの普及が進んだことが挙げられる。荒木ら（2014）は、実社会でのサポート

が十分でない場合にネット上にサポート関係を求める傾向があると指摘しつつ、ネット上の関

係を対面の関係の代替とすることは難しいと述べている。対面の人間関係のように、他者の様々

な面に触れ、ポジティブ・ネガティブ両方の感情を体験しながら関係を深めていくことは、ネ

ットを介した関係性では困難であると考えられる。加えて、現在の青年はコロナ禍を体験して

いる。橋本（2020）はコロナ禍における調査から、サポートのストレス緩衝効果が認められな

かったことや、サポーティブなコミュニケーションが難しくなっている可能性を指摘している。 

現代の青年の在り方については、リアリティの感覚が欠如しており「自分がない」という感

覚を抱きやすいこと（康, 2005）や、「苦悩することや葛藤を抱え内面化することが難しくなっ

てきている」（橋本, 2017）ことが指摘されている。小川（2014）は、慰めが受け手に葛藤を生

じやすいことを指摘しているが、自立と依存の葛藤に揺れ動く従来の青年期においては、身近

な他者との間で授受されるサポートは、脆弱な自己を支える重要なものであると同時に、依存

的になることへの恐れや回避も生じ得ることが想定される。葛藤を生じることはネガティブな

ものではなく、自己を確立していく上ではむしろ必要不可欠なものであるが、現代を生きる青

年にも同じような体験が生じているかは、検討の余地がありそうである。例えば、身近な他者

からのサポートについても、合理的な手段として葛藤なく受け入れる傾向があるかもしれない。

これはあくまでも例であるが、ソーシャルサポートはある程度表面的な関係性において作用す

るという指摘もあり、カウンセリングのように深める動きが難しい青年であっても、ソーシャ

ルサポートであれば享受しやすい可能性が想定される。これに関連して高石（2009）は、大学
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の学生相談において「悩めない」学生が増加している一方で、学生相談室の利用者は増えてい

ることを指摘しており、その典型像は「問題解決のハウツーや正解の提供を求める性急な学生」

と「漠然と不調を訴え、何が問題なのかが自覚できていない学生」だという。こうした傾向を

踏まえると、現代の青年においてもサポートのニーズは依然として存在していると想定される

が、求めるサポートの種類やサポートを受ける心構えは、従来とは異なるのではないだろうか。

上記の高石（2009）の指摘を例に挙げると、関係性自体が支えとなるような情緒的なサポート

よりも、具体的で問題解決的な道具的サポートの方が受け入れられやすいかもしれない。ある

いは、主体の弱さを外的なサポートによって維持したり、“自分はサポートを受けられる存在”

という自己評価によって自身の存在を確認したりといった、ある種他者に依存的な様相を呈す

る可能性も考えられる。あるいは、サポートのネガティブな側面に注目すると、先に述べた「自

分がない」という感覚のように、自己の感覚が希薄な状態でサポートを受けることは、自身の

存在を脅かされるような体験ともなり得る。それゆえ、身近な他者との関係性そのものから撤

退し、サポートを受けることを忌避する傾向が生じている可能性も考えられる。 

現代の青年の特徴とソーシャルサポートの関連を検討した研究として、永井（2016）は、表

面的な友人関係を志向することで、以前よりサポートの利用可能性が減少している可能性を指

摘している。しかしながら、現代の青年が、身近な他者からのサポートをどのように捉え、求

め、実際に体験しているのか、ということは未だ十分に検討されていないようである。量的な

研究においては、“身近な他者からのサポートはポジティブな効果をもつ”といった、従来と変

わらない傾向が示されるかもしれないが、その背景や中身について検討することで、現代にお

けるサポートのニーズや適切な支援を検討する手立てについて理解が進んでいくと考えられる。 

 

6．サポート授受にまつわる主観的な体験についての検討 
 サポートを受けた時に生じる体験は、極めて複合的なプロセスである。ソーシャルサポート

は関係性の基盤を前提としているがゆえに、受け手の性格特性などの個人要因だけでなく、サ

ポート提供者との関係性の中で生じる現象として捉える必要がある。加えてその時の状況や感

情状態、サポートの種類など複数の要因が絡み合って、受け手の体験は決定される。また、浦

（1998）が「親密な対人関係はその社会情緒性ゆえに、サポーティブなものとなりうると同時

に、しばしば葛藤を含むものともなりがちである」と指摘するように、サポートを受けること

は、ポジティブ・ネガティブの両方を含むアンビバレントな体験にもなり得る。こうした揺れ

動きも含め、受け手に生じる体験について検討していく必要があると考えられる。 

サポートの受け手の体験を質的に検討した研究として、菊島（2003）は、大学生を対象に、

サポートがネガティブに体験されたエピソードを自由記述によって収集している。菊島（2003）

は、サポートがネガティブに働きうる要因や状況に主眼を置いて記述を分類しているが、具体

的な記述を見ると「わずらわしく感じ、逆にストレスに感じる」「自分の考え方と違うと感じて

受け入れられない」「迷惑」など、様々な表現が見られる。井上（2014）も、就職活動中のサポ

ートについて自由記述で回答を求め、例えば親からのサポートについて、過分な期待を感じる

などで重荷となり、辛いと考える人がいたことを指摘している。こうした具体的な記述を見る

と、これまで量的な研究で扱われてきた負債感や負担感などに限定されず、ネガティブ感情に
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よりも、具体的で問題解決的な道具的サポートの方が受け入れられやすいかもしれない。ある
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面的な友人関係を志向することで、以前よりサポートの利用可能性が減少している可能性を指
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はバリエーションがあることが想像される。 

さらに、サポート授受にまつわるプロセスを検討した研究も存在する。深澤（2010）は、大

学院入試の受験経験者を対象に半構造化面接を行い、サポートを受ける前から後に至るまでの、

サポートの受け手の心理的変化を検討している。深澤（2010）によると、サポート受容に至る

までの過程として、『目標の実現に向け動き始める』ところから『問題対処』の段階を経て、サ

ポートの認識に至り、さらに『対象選択』や『コミュニケーションの内容を決定する』という

プロセスを経た後にサポート受容が起こるとされている。サポートの受容以降は、サポートに

対して『被受容感』や『被拒絶感、抵抗感』、『サポート提供者に対する心理的負担感』といっ

たものを抱くが、サポート提供者との相互的な関わりや、目標に向けた『具体的な取り組みの

変化』、サポート受容前の自身の振り返りなどを通して、サポート受容や自己についての認識を

再構成していく、というプロセスが見られている。深澤（2010）の研究では、サポートに抵抗

感などのネガティブな認知が生じても、その後受け入れていくプロセスにまで目が向けられて

おり、特に臨床実践に生きる知見であると考えられる。このほか峰島（2008）は、死別経験に

対するソーシャルサポート体験について半構造化面接を行い、家族は支えになる一方で、近す

ぎるがゆえにお互い感情を表出しにくいなど、アンビバレントな心の動きを捉えている。深澤

（2010）が「サポート受容者の心理的プロセスを扱った研究が少ない」ことを指摘しているよ

うに、心の揺れ動きを含めたサポートの受け手の体験について、さらなる検討が望まれている。 

 

7．まとめと今後の展望 
 本研究では、身近な他者からのサポートについて、ポジティブ・ネガティブ両面を含めて受

け手の体験を探索することの必要性と、現代青年の特徴を踏まえたソーシャルサポート研究の

必要性という２つの問題意識を持ち、本邦における青年期のソーシャルサポート研究を概観し

てきた。これまでの研究では、様々な概念とソーシャルサポートの関連が検討され、身近な人

からのサポートが青年の精神的健康に寄与していることが、時代を超えて実証されてきた。こ

うしたポジティブな効果だけでなく、サポートがネガティブに働く可能性も注目され、サポー

トが機能する要因や阻害される要因についての検討も行われてきた。また、量的な研究が多く

を占める中、直近 10 年は質的な研究も増加しており、サポート受領に伴う心の動きを捉えよう

とする試みも見られた。青年期の特徴については、身近な他者が重要な役割を果たすといった、

従来的な在り方に言及している研究がほとんどであり、“葛藤のなさ”“主体の弱さ”といった

現代青年の特徴とサポートの関連については、未だ十分に検討が行われていないことがうかが

えた。時代が移り変わり、個人を取り巻く環境が目まぐるしく変化する中でも、身近な他者に

よるサポートが精神的健康に寄与していることは実証され続けており、その重要性は揺るぎな

いものと言えるだろう。しかし時代の変遷とともに青年の在り方が変容しつつある中で、サポ

ートの受け手に生じている体験（例えば他者からのサポートを受けた時に喚起される感情など）

は従来と異なる可能性があり、改めて探索的に検討を行う必要があると考えられる。 

以上を踏まえ、今後の研究の展望として、現代的な青年の在り方を踏まえつつ、サポートの

受け手の体験について探索していく必要があると考えられる。研究方法の 1 つとして、深澤

（2010）が行ったような面接調査、すなわち身近な他者からサポートを受けたエピソードを収
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集し、その体験について語ってもらうという方法が考えられる。ただし、他者からサポートし

てもらうことをネガティブには語りづらい可能性があるため、架空のサポート場面を設定した

場面想定法や、具体的な場面は限定せず、“他者からサポートを受けることは…”に続く言葉を

考えてもらう文章完成法的なアプローチも考えられる。いずれにせよ、まずは、サポートを受

けた時に生じる感情などの心の動きについて、語りや記述を通して収集していくことが必要だ

ろう。加えて、現代青年の在り方について、先に述べた主体や葛藤のなさなどの特徴について、

質問紙法等を用いて捉えつつ、語りや記述との関連を見ていく方法が考えられる。 

ソーシャルサポートは、主に社会心理学の分野で研究が蓄積されて来たという背景もあり、

人と人との間で起こる現象として捉えられ、周辺の要因と共にその構造を探索することに主眼

が置かれて来た傾向がある。一方で、身近な人からのサポートは心理臨床の現場でも重要性が

指摘されていることから、臨床心理学の観点から、つまりサポート受容を体験として捉え、そ

の体験過程を検討することにも意義があると考えられる。サポートの受け手に生じる心の動き

を検討することで、現代におけるサポートのニーズや、適切な支援を検討する手立てについて

理解が進み、臨床実践に生きる知見となっていくことが期待される。 

最後に本研究の限界として、本邦における研究のレビューに留まっており、文化的な要因に

ついて検討するためには、海外における青年期のソーシャルサポート研究についてのレビュー

を行う必要がある。さらに、サポートの受け手側の体験だけでなく、サポートの送り手側の体

験についても同様に、現代の青年の在り方を踏まえて検討していくことが求められよう。 
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青青年年期期ににおおけけるる身身近近なな他他者者かかららののササポポーートトにに関関すするる研研究究のの再再検検討討 
村上 千理 

本論文では、本邦における青年期を対象としたソーシャルサポート研究を概観し、サポートが

受け手にネガティブに体験される可能性と現代的な青年の特徴に焦点を当てて検討を行った。

本邦における研究の大多数は質問紙法による数量的な検討が行われており、質的な検討は少数

であるが、近年ではサポート受領にまつわるプロセスの検討を試みる動きも見られた。また、

多くの研究はポジティブな効果に焦点を当てていたが、ネガティブに体験される可能性につい

ても指摘されていた。現代の青年期の特徴としては、希薄化した友人関係の持ち方に加え、葛

藤を抱えることが難しい青年の存在が指摘されており、特に後者については、サポート希求や

サポート認知との関連は未だ検討されていない可能性がうかがえた。今後は現代的な青年の特

徴を踏まえた検討を行うと共に、両価的な感情も含めた受け手の主観的な体験の探索的な検討

が蓄積されることが望まれると考えられた。 

 

 

A Review of Studies on Support from Close People  
During Adolescence 
MURAKAMI Chisato 

This paper presents a review of social support research targeting adolescents in Japan, focusing on the 

possibility of recipients experiencing support negatively and the characteristics of contemporary 

adolescents. Many studies in Japan have been conducted quantitatively using the questionnaire method, 

and there have been fewer qualitative studies. However, there have been some attempts to examine the 

processes involved in receiving support. Many studies focused on positive effects, while some studies 

noted the possibility of negative experiences. In addition to diluted friendships, the characteristics of 

contemporary adolescents are notable in that they have difficulty dealing with conflicts, and this feature 

may not yet have been examined in relation to social support needs and support perceptions. Further 

studies are needed to explore subjective experiences of support recipients, including ambivalent feelings, 

and to examine the relations between social support and the characteristics of contemporary adolescents. 

 

キキーーワワーードド：ソーシャルサポート、青年期、主観的体験 

Keywords: Social support, Adolescence, Subjective experience 
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